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本発表要旨は、発表

会当日、会場で来場

者に配布されるので、

分かりやすい内容・

表現とするよう心が

けてください。 

 

【禁止事項】 

1. 原稿サイズは、Ａ４定

型とし、様式の変更は行

わないでください。 

2. 左上の丸印の位置を移

動させたり、丸印に文字

を重ねて入力しないでく

ださい。 

3. 本様式の下線部より下

には記載しないでくださ

い。 

 

【 

1. フォントについては、

MSゴシック11ポイント以

上を基本とします。 

2. 行間については、１行

以上で1.25行を基本とし

ます。 

3. 「タイトル」・「所

属・氏名」については、

背景の緑色の部分に収め

てください。また、所属

の記入に関しては、「森

林管理署等名 ＋ 役職

名」まで記載してくださ

い。 

4. 「研究の背景・目的」

などの項目名は、適宜変

更、追加、削除すること

は差し支えありません。

また、配置、分量などに

ついては、作成者の裁量

とします。 

5. 文末等は、「です、ま

す」調で統一してくださ

い。 

この下線部より下には記載しない 
↓ 

保04 

○印は変更しないこと 

絶滅危惧IB類のレブンアツモリソウの保護ばかりでは礼文島の経

済が成り立たちません。といって、経済のみ重視だとレブンアツモリ
ソウが荒らされて絶滅しかねません。礼文島の自然は「見えない森
林」であることを観光客に認識してもらい、協力し合って皆で守る必
要があります。それを推進するために、経済面について観光客がレ
ブンアツモリソウを求めていること、レブンアツモリソウに経済効果
があることを実証します。この結果をもとに、観光を推進しながらレ
ブンアツモリソウを守るという共生の重要性を提言します。 

 データ分析でレブンアツモリソウの数が増えれば観光客が増える
、減れば減るという相関関係を得ました。次に、レブンアツモリソウ
増加の経済効果をシミュレーションしました。その見学を目的とした
観光客数が１０％増えると税収は5億2千万円増えます（北海道）。 

 そして、礼文島観光客へのアンケートで礼文島で気に入った花に
ついて聞いたところ、第１位はレブンアツモリソウでした（平成30年
6月546人）。最後に全国の一般の人に礼文島とレブンアツモリソウ
についての印象を調査しました（平成30年10月300名。花の写真も

掲載）。花を知っているという認知度は６分の１でした。それを見学
の目的にしたいか？の問いにはどちらともいえないと答えた人が一
番多かったので、もっとレブンアツモリソウの魅力を宣伝していくべ
きでしょう。 

本研究から次の好循環を生み出す仕組みがわかりました。 

「レブンアツモリソウを増やす→観光客が増える→経済効果が発生
する→その収入の一部でレブンアツモリソウを保護する・人々の意
識を高める→レブンアツモリソウを増やす→・・・（以下同様）・・」 

しかし、実際の社会でこれがスムーズにいけば何の苦労もいりま
せん。この矢印のいたるところで思わぬ障害が立ちはだかます。今
後は、この矢印の流れの障害とそれを取り除く方法について研究し
、「木のない森を守る」努力をしていきたいと考えています。 


